
■主催　第48回九州保育団体合同研究集会　長崎集会実行委員会    事務局長　毛谷村裕子（けやむら ひろこ）
         事務局：〒851-0121 長崎県長崎市宿町１５０-１
         TEL：090 - 5296 - 5405　　   Fax：095 - 839 - 0017　　　E-mail：tsubasa@proof.ocn.ne.jp

＜参加申し込み・お問い合わせ先＞
名鉄観光サービス株式会社　福岡支店「第48回九州保育団体合同研究集会」係　　担当：井浦・吉住
〒812-0011　福岡市博多区駅前1丁目2番5号
TEL 092-451-8811（営業）／FAX 092-432-3600

●交通のご案内

≪個人情報の取り扱いについて≫
お申込み時にご記入頂きました個人情報については、今集会に係る目的以外での利用は致しません。予約の為の関係施設への情報提供につきましてはご了承ください。

１．参加費
　　　〇両日参加／5,500円(事務手数料含む)　　   　　〇1日参加／3,300円（事務手数料含む）
　　　〇学生／1日　1,000円　2日間　2,000円　　　〇市民講座のみ／1,000円（1講座あたり）
　　　〇特別有料試写会『あの日のオルガン』1,300円
2．弁当代
　　　〇9月2日（日）昼食／大人800円（お茶付き）　　子ども500円（アレルギーの対応はできません）
3．保育
　　　〇2歳以上／1日1,000円（おやつ、保険料含む／昼食代は別になります）
　　　　※予約のない場合はお預かりできません。当日の保育キャンセルの返金はできません。
　　　　　保育申込者の9/2日のお弁当は保育会場にてお渡しをします。
4．参加と宿泊の申し込み方法
　　①参加及び宿泊、弁当、保育の申し込みは、「参加申し込み要項」をご覧の上、別紙「参加申込書」に必要
　事項をご記入し、ＦＡＸにて下記「名鉄観光」へお申し付けください。

　　②お申込み後、請求書をお送りいたしますので、振込にてお支払ください。
　　　尚、振込手数料は参加者負担とさせていただきますのでご了承ください。
　　③お振込確認後、チケット類（参加券、宿泊券、お弁当券）を発送いたしますのでご確認ください。

5．申込み締切日　2018年 7月31日（火）
6．キャンセルについて　別紙「参加申込書」をご参照ください。

参加申し込み方法・費用について

＜活水女子大学　東山手キャンパス＞　

＜長崎大学　文教キャンパス＞ 〒852-8521　長崎市文教町1-14
〇JR長崎駅から
路面電車　「長崎駅前」→（赤迫行き）→「長崎大学」下車
長崎バス　「長崎駅前」→１番系統（「溝川」「上床」「上横尾」行き等）へ乗車
　　　　　　　　　→「長崎大学前」下車
〇JR浦上駅から
路面電車　「浦上駅前」→（赤迫行き）→「長崎大学」下車
長崎バス　「浦上駅前」→１番系統（「溝川」「上床」「上横尾」行き等）へ乗車
　　　　　　　　　→「長崎大学前」下車

〇JR長崎駅から
路面電車　「長崎駅前」→1系統 正覚寺行き →「築町  (新地中華街)」で下車
　　　　　　　　　　→ 徒歩10分（坂道あり）
長崎バス　「長崎駅前」→30・40・60番系統に乗車、「市民病院前」下車
　　　　　　　　　　→ 徒歩4分（坂道あり）
タクシー　「長崎駅」から約8分（☜オススメです）

〒850-8515 長崎市東山手町1-50

長崎大

長崎駅

活水女子大

第48回 九州保育団体合同研究集会 長崎集会
集会テーマ

平和がつなぐ

   子どもの笑顔

      安心の保育・子育て

第48回九州保育団体合同研究集会 長崎集会のご案内
実行委員長 小西 祐馬（長崎大学）

　いつまでも大切にしたい「子どもの笑顔」。もちろん笑顔以外にも人は
さまざまな表情を持ち、さまざまな感情を抱きます。すべての感情、すべ
ての表情に意味があります。しかしそれでも、社会が守るべき大切なもの
として、幸福や希望の象徴として、「子どもの笑顔」があると思います。
　そんな子どもの笑顔を支える「安心の保育・子育て」の現状はどうでし
ょうか。保育については、保育士の待遇の問題と保育士不足、待機児童、
絶えず変わる制度など、「不安」がぬぐえない状況ではないでしょうか。
家庭等での子育てについても、生活・労働状況に顕著な改善傾向はみられ
ず、「孤立」「貧困」「虐待」など厳しい現実が広がっています。
「平和」にさえ、黄色信号が点る時代です。海外ではいまも戦争が行われ、
多くの子どもが犠牲になっています。日本においても「最大限の圧力を」
などの言葉が飛び交い、「対話」を軽視するような危うい状況です。
　集会テーマ「平和がつなぐ　子どもの笑顔　安心の保育・子育て」を目
指す道に立ちはだかる壁は大きいかもしれません。それでも、子どもの笑
顔があふれ、安心して保育・子育てができる社会の実現を目指す責任が私
たちにはあります。希望を持って一歩を踏み出せるよう、この合研でつな
がり、議論し、学びあいましょう。長崎にて、みなさんのご参加をお待ち
しています。

2018年9月1日（土）～2日（日）

1日（土）　13：00～14：00
●歓迎行事

●基調提案
　基調提案では、九州合研佐賀集会で出された実践提案
をもとに、今の子どもの姿と保育者の関わり、家庭や地
域の現状をとらえつつ、保育の手立てや子育て支援のあ
り方、保育制度・情勢の動向と課題などについて提起い
たします。
　参加者皆さ んと一緒に学び語りあっていきましょう。

　ようこそ長崎へ！の思いを込めて「長崎に来てよかっ
た！」と感じてもらえるような、楽しい歓迎行事にした
いと思います！
　みんなで一緒に大会を盛り上げていきましょう！！

1日（土）　14：00～15：40

　『子どもの笑顔を阻むもの 育むもの』

73年前、長崎では多くの子どもたちが原爆の義性となって命を落とし
ました。平和とはどんなことなのでしょうか。平和公園には旧ソ連や
旧チェコから送られた母子像が見事に平和を象徴しています。
　保育者として親として、今、子どもたちに伝えること、しなければ
ならないことは何なのか、次世代の高校生とともに考えましょう

13：00～　長崎大学 文教キャンパス　＜長崎市文教町1-14＞●9月1日（土）

●9月2日（日）
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＜ア～キ＞ 分科会打ち合わせ

（提案者と運営委員）

特別有料試写会（別料金）
「あの日のオルガン」

12:00

9：00～　活水女子大学 東山手キャンパス　　＜長崎市東山手町1-50＞

分科会・交流会

市民講座Ⅰ
昼食

分科会・交流会
（午前中の続き）

 市民講座Ⅱ
閉会集会
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城薹　美彌子さん・  高校生平和大使
じょうだい

語り部

※両会場とも一般車両の駐車場はありません。また会場近辺は有料駐車場も大変少ない状況です。来場の際は公共交通機関をご利用ください。

■後援　長崎県・長崎市・壱岐市・長与町・東彼杵町・長崎国際観光コンベンション協会・長崎県社会福祉協議会・長崎市社会福祉協議会・長崎県保育協会・
長崎市保育会・長崎県私立幼稚園連合会・長崎市私立幼稚園協会・長崎新聞社・長崎放送・テレビ長崎・長崎国際テレビ・長崎文化放送

（2018年4月22日現在）

つきまち 8/1より駅名変更

脇信明

脇信明
無料ですが、申込書の「参加」に〇をつけてください

脇信明



講 座　9月1日（土）　16:00～17:45

特別有料試写会 9月1日（土）18:00～20:00

分科会　9月2日（日）　9:00～14:50

市民講座　9月2日（日）10:00～14:50

閉会集会　9月2日（日）15:00～15:30

長崎大学 文教キャンパス　＜長崎市文教町1-14＞ 活水女子大学 東山手キャンパス　　＜長崎市東山手町1-50＞●9月1日（土） ●9月2日（日）

講座ア

講座イ

講座ウ

集団づくり入門講座

乳児保育入門講座

九州合研ブックレット新刊講座

講座エ 「子どもの貧困」講座

講座オ 身体表現ワークショップ

講座カ 障がい児保育講座

講座キ 民間保育園経営のあり方を考える

『あの日のオルガン』 ※有料\1,300

『 「集団づくり」をどう取り組むか？
                 ～福岡保問研　集団づくり部会での取り組みから～』

『 乳児保育を楽しく』

古林ゆり (精華女子短期大学 )

川内良子講師：

『 表現を考えよう』 福田修志（F’ s Company ／代表）講師：

『多様な子どもとともに育つ保育』
吉田ゆり（長崎大学教育学部 教授）講師：

『子どもの貧困と平和と保育』
小西祐馬（長崎大学教育学部 准教授）講師：

『 民間保育園の経営と運営
　　　　～子どもの権利を守るために保育所経営はどうあるべきか～』

原田秀一（社会福祉法人紅葉会　専務理事
　　　　　　　全国民間保育園経営研究懇話会　副会長）

講師：

『 ワクワク！ドキドキ！からだづくり』
福井　英二（こばと保育園）・坂本　慎也（河内からたち保育園）
鐘ヶ江淳一（九州産業大学）

講師：

講師：
  「集団づくりって難しそう…」そんなふうに思っていたけれど、やっぱり学びたいと
集った仲間たち。実践を聞き取り、話し込み、提案を書き込んでいった部会での取り組
みから、集団づくりの本質を、皆さんと一緒に見つけていきたいと思います。

　若い保育者の 1年間の取り組みを振り返りながら、最初の 3年間（乳児）の育ちを
考えましょう。子どもが確かな成長をするためには、子ども自身の沢山の練習が必要で
す。その発達を支える大人（達）は、そのために” どう子どもとむきあうか” の練習が
必要です。人格の土台を育てる保育を考えます。

「三間の喪失」「ス漬の生活」によって子どものあそびが変質し、身体と心の育ちそびれ
が指摘されています。身体を思いっ切り動かし、友だちと関わりながらワクワク・ドキ
ドキを実感できるようなあそびを参加者みんなで考えましょう。

「子どもの貧困」が深刻化し、保育現場にも広がっています。この現状ははたして「平和」
といえるでしょうか。いまを生きる子どもたちに、格差が拡大するこの社会はどのよう
に見えているのでしょうか。子どもたちの目線から、貧困と平和について捉えなおし、
明日の保育について考えてみたいと思います。

　『劇遊び』や『ごっこ遊び』が、いつの間にか『振り付け』や『訓練』になっていませんか？
　この講座は、演劇という『表現』に携わる人間と一緒に、『表現』について考えたり、
感じたりする講座です。

　子どものさまざまな育ちのひとつに、発達の障がいのある子どもをはじめとす
るいわゆる「気になる子」の保育、というテーマがあります。特に発達障がいに
ついては早期気づき・早期支援が重要といわれ、保育現場の役割は大きいとされ
ていますが、保育の中で私たちができること、すべきことに日々悩むのも現実で

　保育制度や社会福祉法人制度の「改革」がすすむなか、保育園経営の視点から今の情
勢を捉え直します。子どもの権利を守るために保育園経営はどうあるべきかを、保育園
の経営に携わる園長や理事のみなさんと一緒に考えましょう。

　第二次世界大戦末期に東京の保育士たちが園児たちを連れて集団で疎開した
「疎開保育園」を映画化。自力で避難出来ない園児たちが命の危険に晒されてい
る中で「子どもたちの命を守る」という執念につき動かされた保育士たちの真実
の物語です。今を生きる我々に「命の輪」を受け継ぐ尊さを教えてくれます。
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・0歳児の発達にとって何を大切にしたら良いかについて深め合おう。
・0歳児の健康・身体づくりにどのように取り組み、どうコミュニケーションを図って
いけばよいかについて深め合おう。
・0歳児の発達を保障するために、どのような条件を整備し、体制を作っていったらよ
いかについて深め合おう。

・1、2歳児の生活と育ちの実際を把握し、子どもが安心して生き生きと過ごすために何
が求められているかを考え合いましょう。
・1、2歳児の発達を保障する保育のあり方を、実践記録をもとに深め合いましょう。
・保育者と子ども、子ども同士の関係づくりと共に、保育者同士や保護者とのよりよい
関係を、どのように築いていくかについて考え合いましょう。

田中洋・南條恵・沼田史・藤田一郎

・3歳児クラスの新年度にどのような配慮が必要となるのか、新入園児だけでなく、2
歳児クラスからの移行の子どもの意欲と不安への対応についても考え合いましょう。
・3歳児の生活と育ちをとらえ、見通しをもった保育をどのように行っていくのかにつ
いて話し合いましょう。
・保育者と子どもとの関係、子ども同士の関係をどのようにつくっていくのかについて
学び合いましょう。
・保育者同士や保護者との関係をどのようにつくるのかについて探っていきましょう。

大元千種・甲斐久代・阿南寿美子

・いろいろなたいへんさを抱えた子どもたちも増えていますが、4、5歳らしい楽しい活
動をくぐり、どの子もクラスの仲間として育ちあう保育実践を学び合いましょう。
・子どもの育ちや保育を豊かなものにする為に、保護者や地域等をまきこんでいった実
践を交流し、学び合いましょう。
・進級や就学への接続を見据えた保育をどう進めていくか、話し合いましょう。

堀江きよみ・金子幸・末嵜雅美・草場慎一

　年齢別保育も異年齢保育も両方大切ですが、学びあい育ちあう保育の広がりと深ま
りは異年齢保育に独自のものがあります。年齢の違いを超えて、お互いが支え合う保
育の営みをもっと大切にしたいものです。
　異年齢保育は異年齢クラス編成だけでなく、年齢別クラス編成によって行われる異
年齢交流、あるいは生活と遊びに分けて行っている園もあります。この分科会では
色々な取り組みが紹介されますので、それぞれの園で参考になる実践が学べる良い機
会となるでしょう。

坪井敏純・川上隆子・鍋田まゆ・島田知和・奥村智美

・人間らしく幸せに生きる力の基礎が乳幼児期に培われます。「子どもらしい子ども時
代」を守り、学び遊ぶ権利の主体として子どもを育む実践を交流しましょう。
・幼・保の保育実践と小学校の教育実践・学童保育の実践を出し合い、連携について実
践交流をしましょう。
・子どもを真ん中に、保護者・保育者・教師・地域のつながりをどのようにして築いて
いけばいいのか語り合いましょう。

嶽村久美子・田渕久美子・大滝喜和子・松村奈留美・鍋倉功

・障がいのある子どもの生活と保育の実態は、どうなっているのでしょうか。
・障がいのある子どもの発達を保障する手だてには、どんなことがあるのでしょうか。
・クラスの子どもたちの育ち合いを、どうつくり出していけばよいのでしょうか。
・保育者と保護者・関係機関の連携は、どうあったらよいのでしょうか。

米衛政光・石本隆士・渡辺裕子・大迫より子・渡邉美紀乃

小池亜津子・前田晶子・木戸美樹・大津宏美

　集団づくりは、園での子供たちの生活と文化を、みんなの話し合いや協力で困難を
一つひとつ解決して、つくりあげていく取り組みです。その中で仲間と生きる民主的
な社会の主人公としての知恵と力を獲得していく活動です。子どもと集団の分析の仕
方、集団活動を指導していく原則などを実践記録をもとに学びあいましょう。　　　
　　

1・2歳児保育

3歳児保育

4・5歳児保育

異年齢保育

保・幼・小の連携と学童保育

障がい児保育

集団づくり

0・1・2歳児の遊びと生活 保育政策と保育運動

子育て支援とつながりづくり

よりよい保育と職場づくり（園長・主任）

地域型保育

3・4・5歳児の遊びと生活

子どもの生活と美術・造形（えがく・つくる）

子どもの生活と音楽（うた・リズム表現）

子どもの生活と文学（絵本・劇あそび）

子どもの生活と身体づくり・運動

健康・食・生活リズム

保育計画と園の行事

乳幼児期の平和教育

0歳児保育①

②

③

④

⑨ ⑱

⑲

⑳

㉑

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑥

⑦

⑧

⑤

・0、1、2歳児の発達を保障する心地よい生活をつくり出すための保育実践とは。
・0、1、2歳児のあそびとはなにか。そのあそびを保育者はどのように創り、発展させて
いったらよいか。
・0、1、2歳児の生活とあそびを充実させるための保護者との連携、保護者集団づくりをど
うすすめるかなどの課題をみんなで考え合いましょう。

・あそびの重要性が再び主張されている今日、幼児はあそびや生活・仕事の取り組みの中で、
どのように自分づくりをし、なかまとどのようにあそびや生活や仕事を組織し発展させて
いったらよいのか。
・九州各地の幼児のあそびや生活・飼育・栽培などの仕事の取り組みを交流しあいましょう。

　実践に役立つ保育計画の作成方法や記録の取り方について幅広く学 び合う分科会です。 
また各園が行っている行事の内容や行い方などについても議論します 。
この分科会では下記のような意見交換を予定しています。
・保育計画の書き方や振り返り方
・行事の実践をもとにした保育者の合意形成の手立て
・ 今年度から施行されている新保育所保育指針の内容や背景

　食べることは、生きること、そして保育の中でも重要な分野、あふれる食情報の中、
食の大切なものを認識しながら、食で困っている親子支援、食情報を提供してきた分科会
です。
　アレルギーへの取り組み、衛生問題、離乳食の進め方、食材料の選び方、食育など毎年
多くの取り組みが報告されています。

　身体を思いっきり動かし、友達とかかわりながらあそぶことを通して、子どもたちは
心も身体もたくましくなっていきます。一方、「子どもが変わった、親が変わった」と
いわれるあそび・生活の変化にともない新たな実践課題も指摘されています。
　そうした発達課題、生活課題をふまえながら、子どもたちがワクワク、ドキドキする
ようなあそびを参加者みんなで考えましょう。

菱谷信子・川内良子・西本紫舞・小濱田さち子

竹腰美佐子・前田明・山並啓・前田志津子・河野秀子

　幼児期の豊かな表現活動を引き出すために各実践が何を問題にし、どういうことが明
らかになったのか具体的に議論します。絵や造形表現のとらえ方だけでなく、その指導
に対しては様々な考え方や実践方法があるだけに、それぞれの立場を大事に、共通点や
相違点を実践の中で確かめていくことも重視しています。

宮本文香・高田百合・甲斐幸恵・柳井文香

・子どもの心をひらき、うごかし、子どもを育てる音楽。
　その音楽をどう子どもに出会わせ、渡し、保育の力にしてゆくかを学び合いましょう。

山並道枝・毛谷村裕子・大石八重・柳原邦兀

柳原志州・八尋理恵・佐伯由佳

鐘ヶ江淳一・池田公・福井英二・坂本慎也

松下賢治・二宮直子・中村千恵子・奥村美香

・子どもたちに絵本やお話の世界の豊かさを伝えるための保育者の役割とは。
・絵本・お話の遊び方、与え方とは。
・生きる力になりうる文学とは。

吾孫子幹・清水陽子・和智延代・上原真幸

　2015年4月からスタートした新制度は、すべての子どもに良質の保育をと
言いながら2年が過ぎました。待機児解消を理由に、小規模保育所が数多く
新設され、3歳児の壁が問題になっています。企業主導型保育所においては、
無認可保育所で市町村の関与はまったくなく、保育士の配置基準もB型でい
いなど、保育の質は置き去りにされ補助金だけが認可並みに支給される状況
です。このように多様な形態の保育事業ができ、保育の規制緩和が進む中、
子どもの保育に地域間格差が増大していることは大きな問題です。一方、保
育士不足の中、処遇に関しては大幅な賃金改定はなく、掛け声だけに終わっ
ています。
　九州各地の現状や運動を交流し、子どもの未来を切り開くことを展望し議
論しましょう。

　  この分科会では「つながりづくり」を基に、親同士のつながり（保護者会
活動など）、親と専門機関（療育など）のつながり、そして親と地域との
つながり（子育て支援など）を皆で共に考えてくことを目的としています。
　「つながり」をどう行っていけばいいか、皆さんで考えていきましょう。

・地震などの災害に備え、小規模な保育園だからこそ学んでおくべき救急法を
学びましょう。（救急救命士と国際救急法インストラクターから学びます）
・待機児童が増え、九州でもますます増えてきた地域型保育事業ですが、保育
の質を向上させるため保育者や管理者、または関わる方々で日々の保育の悩
みや疑問点、そして意見や情報を交わし、明日からの保育をよりよい保育に
していきましょう。
・小規模保育、家庭的保育、事業所内保育の保育者や子育て支援員又これから
地域型保育に関わりたいと考えている方々、どなたでも是非ご参加待ちして
います。

　園の経営や職員集団づくりは、園長・主任の大きな役割です。しかし制度
や社会の大きな変化の中、運営がうまくいかなかったり、壁にぶつかったり
することも多いと思います。この交流会では、主に園長や主任を対象として、
いろいろな話を皆さんで出し合いながら交流することを目的としています。
何か発見があるかもしれませんよ。

　平和的人間の形成は現代の教育の原点になるべきものといえます。平和と民主主義が
危機にさらされている今、乳幼児期からの取り組みが求められています。平和を愛する
心を育む平和教育は子どもの誕生の瞬間から始まります。おとなに愛されているという
安心感や自己肯定感を育むことも仲間と話し合う力を培うことも平和の心を育てること
につながるものです。日常の保育をあらためて平和教育の視点からとらえ直してみるこ
とから始めていきましょう。
　現代に生きるおとなとして平和のためにできることを語りあい学びあう分科会を一緒
に創っていきましょう。

黒川久美・船越美穂・前原祐子・佐藤和

松木朋子・山口雅子・上野真理・小西祐馬・江玉睦美・甲斐清美

建川美徳・吉冨利子・愛甲明実・折小野洋恵

益田邦子・宮本敦子・長谷裕之

佐藤レイ子・松本ゆり

　2日間にわたり学びを深めることができたでしょうか。この
学びを明日からの保育や子育てに活かしましょう。
　次回は「宮崎集会」となります。長崎から宮崎へ思いを込め
たバトンタッチの企画もあります。
　最後にみなさんで集いましょう！

市民講座Ⅰ 10：00～12：00　

市民講座Ⅱ 13：00～14：50　
「電子メディアと子どもの育ち　～スマホを置いてふれあい遊びを～」

講師　佐藤　和夫（国立病院機構九州医療センター 小児科医長）
「お母さんがスマートフォン（スマホ）で赤ちゃんを泣き止ませる、お父さんが
タブレットを触りながら子どもにはスマホで動画を見せている、小学生は公園で
も携帯ゲームで遊んでいる」、子ども達は電子メディアが溢れる環境で育ってい
ます。講座では、電子メディアの子どもへの影響（特にスマホと乳幼児）につい
て解説します。ネット・スマホ時代に、親として、保育関係者としてどう関わる
のか、子どもの育ちには何が大切なのか、いっしょに考えたいと思います。

　　　脇信明・古庄範子・古林ゆり・神崎真由美

『あの日のオルガン』についての詳細  www.anohi-organ.com 
※九州合研はこの映画を応援していますので特別に上映を行います。別途料金が必要です。

「「居場所」づくりの現場から見えてくるもの」
　 　 美穂子高木ＮＰＯ法人ゆい理事長
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  2年前から、ＮＰＯ法人ゆいで「わいわいこどもキッチンぷらす」「夕やけ
ひろば」を始める。「こどもの食と居場所づくり支援事業」、いわゆる「子ど
も 食堂」は、現在全国で2,000か所以上に増えているという。しかしその活
動現場では、今の子どもを取り巻く環境や親子・子ども同士の関係性など、多
世代 にわたる問題が見えてくる。今回この「居場所」づくりを振り返りなが
ら、状況把握と理解を深め、これからどのような支援が本当に求められるのか
を考え てみる。

脇信明

脇信明
無料になりました


